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研究成果の概要（和文）：本研究は、まず国連行政におけるアカウンタビリティーのサブ概念が

歴史的にどのように推移してきたのかを考察し、そのうえで現代の国連のアカウンタビリティ

ーの概念が、新公共経営論導入により結果志向型管理に多大な影響を受けていることを明らか

にした。そして、結果志向型管理方式の導入に伴い生じた様々な問題を、人的管理方式のイノ

ベーションや国連における人事訴訟などの内部司法改革の観点などから分析し、将来の方向性

を探った。 
 
研究成果の概要（英文）：This study identified historical transition of sub-concepts of 
accountability in the United Nations administration from a historical perspective. 
Further, it analyzed the issues related to the modern concept of accountability in the 
UN –performance-based accountability backed by the results-based management- from the 
standpoint of administrative control as well as the administrative management, with a 
particular emphasis of human-resources management reforms and reforms of the 
administration of justice in the UN. 
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１．研究開始当初の背景 

 

1989 年のベルリンの壁の崩壊は、国連の

機能や意義を劇的に変化させた。それと同時

に、国連の行政能力が、平和維持活動や緊急

援助活動などの行政機能の多様化と拡大に
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追いつかないという問題が生じるようにな

り、国連行政に関する国連の説明責任（アカ

ウンタビリティー）の向上という問題が生じ

ることとなった。 

しかし、従来国連行政のアカウンタビリテ

ィーの向上という問題に関しては、学術的な

アプローチよりも、実務的なアプローチのほ

うが主体だった。とりわけ国連行政により密

接な関連を持つ行政学あるいは公的監査理

論というような専門分野においては、ほとん

ど取り組まれてこなかった。 

 

２．研究の目的 

 

国連行政におけるアカウンタビリティー

のサブ概念の歴史的推移をまず解明する。さ

らに、現代の国連行政のアカウンタビリティ

ーの概念が抱える諸問題を明らかにし、それ

を分析する。具体的には、次の 2点を解明す

ることを目的とする。 

 

（１）国連における行政統制の制度的発展

と総括管理の手法の歴史的考察の解明 

 

（２）新公共経営論導入が現代の国連行政

に与えた影響の考察とその評価の解明 

 

３．研究の方法 

 

 （１）国連における行政統制の制度的発展

と総括管理の手法の歴史的考察 

 

国連におけるアカウンタビリティーのサ

ブ概念の歴史的推移を、国連大学東京本部の

ライブラリー所蔵資料や、国連事務局ニュー

ヨーク本部の行政資料などを活用し、実証的

に考察する。 

さらに、J.D.Stewart の「アカウンタビリ

ティーの階段」説による、公的セクターにお

けるサブ概念の推移のモデルとの相違を明

らかにする。 

 

 

 （２）新公共経営論導入が現代の国連行政

に与えた影響の考察とその評価 

  

結果志向型予算方式導入の評価を実証的

に行う。 

 具体的には、結果志向型予算方式の導入、

人的資源管理方式の導入、「司法の運営」

（administration of justice）のあり方の

制度改革などの側面から、新公共経営論導入

の影響を考察する。 

 

４．研究成果 

 

（１）国連における行政統制の制度的発展と

総括管理の手法の歴史的考察 

 

 国連におけるアカウンタビリティーのサ

ブ概念の歴史的推移の過程を明らかにした。

さらに、J.D.Stewart のモデルとの相違がな

ぜ起きたのかという問題に対しては、現在の

国連がまだ Stewartの言うところの第 3段階

のアカウンタビリティーである、パフォーマ

ンス・アカウンタビリティーを模索している

段階であるに過ぎないことが、その主たる原

因と考えられるという仮説を提示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

国連におけるサブ概念の推移 

国連の行政区分 代表的行政手法 アカウンタビリ

ティーのサブ概

念 

第 1 期 

（1945-74 年） 

法規やプロセス

の遵守 

合規性のアカウ

ンタビリティー 

第 2 期 

（1974-1982年） 

プログラム予算

の導入 

プロセス・アカ

ウンタビリティ

ー 

第 3 期 

（1982-2002年） 

内部プログラム

評価の導入 

プログラム・ア

カウンタビリテ

ィー 

第 4 期 

（2002-現在） 

結果志向型予算

の導入 

業績志向型アカ

ウンタビリティ

ー 

（筆者作成） 

 

（２）新公共経営論導入が現代の国連行政に

与えた影響の考察とその評価 

 

結果志向型管理方式の導入は、国連におい

ては予算分野における導入から漸次的に始

まり、その後徐々に包括的導入へと移行して

いった。とりわけ人的資源管理方式の結果志

向型管理の導入は、人事管理方式の抜本的な

イノベーションを意図したものだったため

（例：中央からフィールドへの権限の委譲な

どの分権化）、様々な副作用も引き起こした。

その一つに人事関係の訴訟の頻発化があり、

それは、国連における「司法の運営」のあり

方の抜本的改革を余儀なくした。本研究にお

いては、（旧）国連行政裁判所の 2審制化に

ついても考察し、それに対し積極的な評価を

行った。 
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